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10月末現在の会員数606人
（男性359人・女性247人）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる 共 助 お互いに助け合う

共 働 一緒になって働き

10月はシルバー人材センター事業の趣旨や意義を広く地域社会にアピールする普

及啓発促進月間。当センターでは月間中、独自の取組みとして「シルバーの日」の

中央パークアベニュー周辺の清掃、独居高齢者宅の草刈・清掃活動、市役所での

「普及・啓発展示パネル展」を実施するなどの普及啓発活動を行った。月間中、ボ

ランティアに延べ１０１人が参加した。

また、連合主催の「設立２０周年記念式典及び会員経験交流大会」や沖縄市社会

福祉協議会主催「第34回沖縄市福祉まつり」にも積極的に参加した。

（2・3面に詳細）

盛

り

上

が

っ

た

「

普

及

啓

発

促

進

月

間

」

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

に

延
べ

１
０
１
人
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セ ン タ ー 事 業 の 趣 旨 や 意 義 を ア ピ ール

中
央
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
通
り
清
掃
に
８
７
人

「 シ ル バ ー の 日 」
清掃ボランティア

セ

ン

タ

ー

会

員

の

活

動

を

紹

介

「普及・啓発パネル展」
市役所１Ｆホール

10
月
21
日
午
前
８
時
半
、
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
通
り
に
あ
る
「
ゆ
ん
た
く
ま

ち
や
」
前
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
桑
江
良
哲
理
事
長
を
先
頭
に
多
く
の
会
員
が
ゴ

ミ
袋
や
清
掃
用
具
を
手
に
集
合
。
台
風
接
近
前
の
天
候
不
順
が
心
配
さ
れ
た
が
、

普
及
啓
発
促
進
月
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
中
央

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
周
辺
の
美
化
作
業
を
今
年
も
行
っ
た
。
総
勢
８
７
人
が
約

２
時
間
か
け
て
清
掃
。
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
通
り
に
、
我
喜
屋
盛
永
セ

ン
タ
ー
自
治
会
長
、
浜
比
嘉
進
コ
ザ
商
店
街
連
合
会
長
は
「
シ
ル
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
シ
ル
バ
ー
の
方
々
へ

の
期
待
は
大
き
い
」
と
参
加
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

センター会員の活動状況

を紹介する「普及・啓発パ

ネル展」が10月4・5の両日、

市役所１Ｆ展示コーナーで

開催された。初日の午前10

時から行われた開会セレモ

ニーには129人が集う中、

桑江良哲理事長は「会員・

役職員が一体となって市内

に広く周知・啓発を行い、

シルバー人材センターの活

動の趣旨や意義について、

さらに理解を求めていくこ

とが重要」と挨拶した。

相談コーナーで

は60歳代後半の方

が訪れ、就業内容

や入会手続きなど

について聞き入っ

ていた。

相
談
コ
ー
ナ
ー

独 居 高 齢 者 宅
清掃・草刈ボランティア

福
祉
・
家
事
班
２
人
が
室
内
清
掃

公
園
草
刈
班
５
人
が
敷

地
内
を
草
刈
・
剪
定

次々運び込まれるゴミ集積所では分別作業も

しっかりと行われた。

ゴ
ミ

袋
を
手
に
空
港
通
り
で
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
る
参
加
者

作業に先立って、うちな～ぐちラジオ体操

公園草刈班５人と福祉・家事班２人の合わせて７人が

１０月２６日、宮里の喜屋原さん宅で敷地内の草刈、剪

定作業と室内の清掃を行った。喜屋原さんは、「清掃で

きずに困っていたところシルバーの皆さんにきれいにし

ていただき、ありがたいです」と感謝していた。

（
写
真
右
か
ら
）
宮
里
澄
子
さ
ん
、
與
儀
豊
さ
ん
、

楢
原
教
宏
さ
ん
、
徳
元
將
行
さ
ん
、
外
間
政
廣
さ
ん

（写真右から）島袋静子さん、喜屋

原さん、中石豊子さん
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今

年

も

大

盛

況

沖

縄

市

福

祉

ま

つ

り

第
34
回
「
沖
縄
市
福
祉
ま
つ
り
」

（
沖
縄
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

が
10
月
14
・
15
の
両
日
、
美
里
公

園
で
開
催
さ
れ
た
。
当
セ
ン
タ
ー

も
参
加
、
弁
当
班
に
よ
る
手
づ
く

り
の
佃
煮
や
ふ
り
か
け
、
サ
ー
タ
ー

ア
ン
ダ
ギ
ー
の
バ
ザ
ー
が
設
け
ら

れ
好
評
を
博
し
て
い
た
。

ま
た
、
各
種
広
報
チ
ラ
シ
配
布

の
ほ
か
、
会
員
の
小
物
、
バ
ッ
グ

な
ど
手
工
芸
作
品
の
展
示
も
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

第
７
回

理
事
会

対
前
年
大
幅
に
割
り
込
む

ー

10

月

実

績

ー

第
７
回
理
事
会
が
10
月
24
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

５
人
（
男
性
３
人
・
女
性
２
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
10
月
24
日
現
在
の
会
員
数
は
６
０
６
人
（
女

性
２
４
７
人
・
男
性
３
５
９
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、

９
月
の
退
会
者
は
０
人
。

平
成
29
年
９
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
６
０

１
人
で
22
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
３
５

６
人
で
42
人
の
減
（
▲
12
％
）
、
就
業
延
人
員
３
９

４
４
人
で
３
４
８
人
の
減
（
▲
９
％
）
、
配
分
金
約

１
８
９
６
万
円
で
約
１
９
５
万
円
の
減
（
▲
10
％
）
、

契
約
金
額
約
２
３
２
０
万
円
で
約
２
７
３
万
円
の
減

（
▲
12
％
）
と
な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月

比
）
最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

（写真右から）玉城テル子さん、与座

由佳さん、塩川初江さん、知名ヤス子

さん、池味訓子さん

電
話
受
付
業
務
に
お
け
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
た
電
話

応
対
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
就
業
を
希
望
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
、
是
非
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

電

話

受

付

従

事

者

必

須

「
電
話
応
対
講
習
会
」

電
話
対
応
及
び
技
能
の
向
上
目
指
す

・日 時 １１月３０日（木）・１２月１日（金）

午前９時～１２時

・場 所 シルバーワークプラザ 大会議室

・対象者 電話受付従事者会員（必須）及び
電話受付従事希望者

・連絡先 事務局 ９２９－１３６１

弁当班メンバーの後方には啓発

展示パネルも掲げられた。



「
連
合
設
立
２
０
周
年
」
を
祝
い
記
念
式
典
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沖

縄

市

東

部

ま

つ

り

日
時

11
月
４
・
５
日
（
土
・
日
）

会
場

県
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

主
催

沖
縄
市
東
部
ま
つ
り
実
行
委
員
会

安慶田中校地区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

・
日

時
：

11
月
12
日
（
日
）

午
前
11
時
集
合

・
場

所
：

美
里
公
園

・
会

費
：

１
、
０
０
０
円

（
昼
食
代
含
む
）

・
申

込
：

11
月
７
日
（
火
）
迄

公
益
社
団
法
人
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
設
立
20
周
年

記
念
式
典
及
び
経
験
交
流
大
会
が
10
月
25
日
、
那
覇
市
内
の
マ
リ
エ
ー

ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
桑
江
良
哲
理
事

長
を
は
じ
め
、
役
職
員
や
会
員
ら
が
参
加
し
た
。

第
１
部
の
記
念
式
典
・
経
験
交
流
大
会
で
は
、
翁
長
盛
正
連
合
会
長

が
連
合
設
立
20
周
年
を
喜
ぶ
と
と
も
に
「
高
齢
化
に
伴
う
一
億
総
活
躍

社
会
の
時
代
要
請
に
応
え
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
団
体
表
彰
、

設
立
20
年
の
あ
ゆ
み
の
報
告
な
ど
の
後
に
、
西
原
町
Ｓ
Ｃ
会
員
の
島
袋

政
幸
さ
ん
が
「
エ
コ
・
か
え
る
く
ん
事
業
を
通
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
経

験
発
表
し
た
。

第
２

部
で
は
、
琉
球
大
学
名

誉
教
授
（
医
学
博
士
、

や
ん
ば
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
）
の
平

良
一
彦
氏
に
よ
る
記
念

講
演
が
あ
り
「
ユ
イ
マ
ー

ル
地
域
づ
く
り
で
ち
ゃ
ー

が
ん
じ
ゅ
う
」
を
演
題

に
ユ
イ
マ
ー
ル
こ
そ
福

祉
、
健
康
づ
く
り
の
原

点
で
あ
る
、
と
強
調
し

て
い
た
。
第
３
部
は
、

祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
。

沖
縄
の
長
寿
を
支
え
て
き
た
背
景

①
年
中
温
暖
な
気
候
、
年
平
均
気
温

２
２
・
４
度
、
年
較
差
が
小
さ
い

冬
の
厳
し
い
寒
さ
が
な
い

②
豊
か
な
自
然
環
境
、
海
・
森
・
川

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る

風
光
明
美
な
海
岸
線

多
様
な
生

態
系

③
特
色
あ
る
食
文
化

医
食
同
源
の

思
想

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
摂
取

④
高
い
社
会
活
動
性

自
給
自
足
の

農
業

生
涯
現
役
の
精
神

伝
統

行
事
へ
の
参
加

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
が
盛
ん

⑤
共
存
型
社
会

シ
マ
意
識
が
強
い

ユ
イ
マ
ー
ル
の
風
習

伝
統
行

事
が
根
づ
く

共
同
売
店
等
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

⑥
精
神
風
土
（
沖
縄
独
特
）

テ
ー

ゲ
ー

ナ
ン
ク
ル
ナ
イ
サ

イ
チ
ャ

リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー

命
ど
ぅ
宝

祖
先
崇
拝

平良一彦氏

ー
講

演
抜

粋
ー

結
い
、
ユ
イ
マ
ー
ル

『
ユ
イ
マ
ー
ル
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

最
後
ま
で
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
』

沖
縄
に
残
る
方
言
で
地
域
共
同
体
と
し
て
の
相
互
扶
助
を
意
味

す
る
言
葉
。
現
在
は
、
助
け
合
い
の
意
味
で
よ
く
つ
か
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

ユ
イ
マ
ー
ル
の
心

①
自
助

自
ら
の
生
活
・
健
康
は
自
ら
維
持
す
る
。

②
互
助

近
隣
の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
相
互
扶
助
）

③
共
助

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
支
え
合
い

④
公
助

生
活
保
護
に
代
表
さ
れ
る
公
的
支
援
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ふるさとのウチナー料理を学ぶ
海外移住者子弟研修生が料理実習

沖
縄
市
出
身
の
海
外
移
住
者
子
弟
の
第
１
回
目
の
料
理
実
習
が
10
月
６
日
、

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
調
理
室
で
行
な
わ
れ
、
３
人
の
研
修
生
が
沖
縄
料
理

に
挑
戦
し
た
。
「
研
修
生
が
郷
土
文
化
や
日
本
の
生
活
・
習
慣
等
を
理
解
す
る

と
と
も
に
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
。
ま
た
移
住
国
の
発
展
に
貢
献
し
う
る
人

材
育
成
と
国
際
交
流
、
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
市
の
委
託
事
業
。
こ
の
実
習
は
11

月
24
日
ま
で
毎
週
金
曜
日
全
６
回
行
わ
れ
る
。

（
写
真
右
か
ら
）
塩
川
初
江
講
師

、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
参
加
の
ア
ナ

ロ
ミ

ナ

パ
ン
ノ
内
間
さ
ん
、
ソ
フ
ィ
ア

ア

ケ
ミ

メ
ン
ド
ー
サ
比
嘉
さ
ん
、
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
参
加
の
安
慶
名

ル
カ
ス

秀

樹
さ
ん

、
新
垣
敏
子
講
師
補
助

沖
縄
そ
ば
の
具
材

か
ま
ぼ
こ
、
ネ
ギ
な

ど
の
刻
み
方
を
塩
川

初
江
講
師
に
指
導
を

受
け
る
研
修
生

あなたの生活を真心でお手伝いします。
福祉・家事サービスとは・・・

シルバー人材センターが21世紀の高齢社会を支え、

より地域に根ざした存在として、今後も一層発展す

るためには、この福祉・家事援助サービス分野は欠

かせない。

福祉・家事援助サービスは「ボランティア精神を

踏まえた有料サービス」。また、地域における福祉

行政や福祉関連サービス組織・団体の活動を補完す

る役割を担う活動として位置づけられる。
明るい話題を供しながら食事を勧め

ているのは、訪問介護員研修課程修了

者でホームヘルパーの田河八重子さ お 洗濯 食 事 介 助 お食事の準備 お 掃除
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新

入

会

員

紹

介

10
月
は
５
人
（
男
性
３
人
・
女
性
２
人
）

が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

喜
屋
武

清
美

（
美
里
中
校
地
区
）

山
田

功

（
山
内
中
校
地
区
）

新
垣

盛
和

（
山
内
中
校
地
区
）

比
嘉

律
子

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

真
部

か
よ
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

平
成
29
年
11
月
29
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
11
月
27
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
（
城
間
）
迄
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

無

事

故

記

録

平
成
29
年
４
月
18
日

～

10
月
25
日
現
在

193日

主な特徴

◇ 文字が大きく、見やすい

◇ 月別カレンダーにメモ欄

と備忘欄を新設

◇ 体験等記録欄を新設

◇ 便利なポケット付きでカー

ド等が挟み込める

・申込締切日：11月30日

・お値段：320円（税込）

・お申込みは事務局（与座）

2 0 1 8 年 会員手帳
申込受付中

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
見
逃
す
な

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

あ
の
経
験
」

壁

面

緑

化

パ

ネ

ル

に

草

花

の

植

栽

コ

ザ

運

動

公

園

「
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
」
と
、

沖
縄
市
の
玄
関
口
で
あ
る
沖
縄
自
動
車
道
南
イ
ン
タ
ー
に

接
す
る
コ
ザ
運
動
公
園
内
の
壁
面
緑
化
パ
ネ
ル
植
栽
作
業

を
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
が
年
４
回
行
っ
て
い
る
。
こ
の
作

業
は
、
沖
縄
市
か
ら
の
委
託
業
務
と
し
て
周
辺
の
壁
面
を

草
花
で
装
飾
す
る
こ
と
で
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
の
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
ー
を
創
り
出
そ
う
と
い
う
も
の
。

壁
面
緑
化
作
業
に
当
た
る
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
さ
ん

膨大な数に上るポットへの草花移殖作業に

余念がない作業員。

就
業

現
場

め

ぐ

り



１１月の予定

10
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

24
日
（
金
）
午
前
10
時

理
事
会

29
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

編

集

後

記

編

集

（第１２７号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年１１月５日（８)

上
原

秀
雄

東
條

正
躬

大
城

博

秋
の
気
配
を
感
じ
つ
つ
も
10
月
は
、

連
日
30
度
を
超
す
記
録
ず
く
め
の
真
夏

日
が
続
き
、
終
盤
は
台
風
接
近
、
衆
院
選

と
慌
た
だ
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
セ

ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
に
あ

た
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
普
及
・
啓
発

パ
ネ
ル
展
を
皮
切
り
に
、
福
祉
ま
つ
り

へ
の
参
加
や
「
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・

一
番
街
周
辺
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
事
業
は
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
「
実
り
の
秋
」
に
相
応
し
い
有
意
義
な

月
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。


